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“魔法のような”季節

　　　　Colin Dunn
コリン・ダンさん
( アメリカ合衆国
　ニューハンプシャー州出身 )

　木々が紅葉し、空気がひんやりしてくると、僕は毎年、大好きな祝日――クリスマスが訪れ
るのを楽しみに待ちます。どうしてこんなにクリスマスが大好きなのでしょうか？　プレゼン
トを贈ったりもらったりすることはもちろん、美味しい食べ物や飲み物が用意された豪華な食
事をすること、家族が集まること、イエス様の誕生日をお祝いするために教会で素晴らしい時
間を過ごすこと、すべてが大好きな理由です。
　子どもの頃のクリスマスの思い出を１つ。僕たちは教会の人たちと一緒に、クリスマス・キャ
ロルを歌うため、街へ出かけていきました。大勢で一緒に近所を歩き回り、その地域の家々で
歌いました。クリスマス・クッキーが詰まった袋を家族ごとに手渡して、クリスマス・イブの
お祝いに教会へ招待します。毎年その日はとても寒くて大変でしたが、クリスマスの季節を感
じる幸福感とともに、大切なイエス様の誕生の祝祭日を広める素晴らしい方法だと思います。

　クリスマスの思い出と共に頭に浮かぶ言葉は、“魔法のような”です。
　アメリカでは、多くの人々にとって、クリスマスは１日で終わりません。12 月中ずっと、
あるいはもっと早くから、クリスマスの喜びを感じながら、その日を待ち続けるのです。僕に
とっても、最も記憶に残っているクリスマスの思い出は、当日だけではなく、12 月 25 日ま
での毎日のことでした。収穫感謝祭（11 月第４木曜日。No.29 参照）が終わると、僕は毎日
のように家族とクリスマス関係の映画を観ていました。そのことで、クリスマスを祝う気持ち
が日ごとに高まっていったことを覚えています。また、家の外に目を向けると、家々や木々に
はクリスマスのイルミネーションが輝き、商店や通りにもクリスマスのデコレーションが飾ら
れていました。ラジオ局の多くはクリスマスに関係する音楽を流します。そういったもののお
かげで、僕にとってクリスマスは、１か月間も続くお祝いになるわけです。
　12 月のすべてが特別ですが、最大のお祝いはクリ
スマス・イブに始まります。僕の家族は毎年、夜（つ
まりクリスマス前夜）に教会へ行って讃美歌を歌った
り、聖書でクリスマスの物語を読んだり、ろうそくに
灯をともしたりして、イエス様の誕生を祝いました。
その後は、美味しい前菜やエッグノッグ（クリスマス
シーズンには欠かせない特別な飲み物。牛乳ベースで
優しい甘さ）や特別なご馳走が待っている我が家に帰
ります。家族みんなが居間に集まり、クリスマス・ツ
リーの電飾をともしてクリスマスの映画を（時には大学フットボールの試合も）観ます。その
後、子どもたちは部屋に戻ってベッドに入りますが、翌朝のことを想像すると、興奮してなか
なか寝付けません。朝になり、再び家族で素敵なクリスマスの朝食を食べ、父がもう一度聖書
のクリスマスの物語を読んでから、クリスマス・プレゼントが入ったストッキングの中を見ま
す。家族全員がプレゼントを開け終わると、それぞれのプレゼントを分け合うのです。そうし
ているうちにお昼です。牛肉料理、マッシュポテト、ロールパン、かぼちゃ料理、キャセロー
ル、アップルパイなどなど…。ご馳走を作って、クリスマスへの感謝を表すのです。

　“魔法のような”という意味が分かるでしょう？　アメリカでは、クリスマスが近づいてく
ると、寒さもやってきますが、「１年で最も素晴らしい時季」も迎えるのです。日本のお正月
の行事に似ているかもしれませんね。
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◆福島大学出前講座◆体育祭が行われました

　11 月 2 日現在、本校３年生の就職内定率は 83.1％に達しました。進学は、今が推薦入試の真最中です。
今回は、日本郵政株式会社に内定した齋藤千穂さんと、郡山女子大学 家政学部 食物栄養学科に合格し
た吉田萌さんの声を紹介します。

◆進路近況報告 第 1 弾

◆遠足に行ってきました

Ｑ．日本郵政株式会社に就職
　したいと思ったきっかけは？
Ａ．お世話になった地域の方
　々に恩返しできる仕事がし
　たいと思い、地域に根づき、
　密にかかわることができる
　職場を希望しました。
Ｑ．就職試験に向けてどのよ
　うな勉強をしましたか？
Ａ．問題冊子を繰り返し勉強し、分からないと
　ころは先生に教えていただきました。
Ｑ．将来の抱負を聞かせて下さい。
Ａ．今までお世話になってきた地元で、地域に
　根づいて一生懸命働き、恩返しができるよう
　に頑張っていきたいと思います。

齋藤 千穂 さん

Ｑ．食物栄養学科を志願した
　きっかけは？
Ａ．祖父が病気で入院してい
　た頃、病院のご飯を嬉しそ
　うに食べている姿を見て、
　目指すようになりました。
Ｑ．進学に向けてどのような
　勉強をしましたか？
Ａ．人体の構造や化学反応式など生物と化学の
　基礎や、濃度の計算などを重点的に勉強しま
　した。
Ｑ．将来の夢を聞かせてください。
Ａ．病院で働き、患者さん一人一人の声に耳　
を傾け、１人でも多くの人が笑顔になるよう　
に仕事をしていくことです。

吉田 萌 さん

　10 月 29 日と 30 日、体育祭が開かれ、29 日には
バスケットボール、卓球、バドミントン、サッカーが、
30 日には綱引き、三人四脚、玉入れ、長縄跳び、８
× 100m リレーが
行われました。ク
ラスが一致団結し
て競う姿はとても
さわやかで、生徒
だけでなく教師も
含め、船高の全員
がスポーツの秋を
満喫していたよう
です。

　11 月 4 日、福島大学出前講座を行い、福島大
学行政政策学類の今西一男教授に「震災復興の都
市計画」をテーマに講義をしていただきました。
１年生の進学コースの希望者、２年生の特別進学
クラスの生徒と希望者が聴講し、どの生徒もメモ
を取りながら熱心に学んでいました。

　１年生は 10 月 20 日に裏磐梯五色沼方面へ、
３年生は 10 月 23 日に那須ハイランドパークへ、
遠足に行ってきました。１年生は五色沼を散策し、
バーベキューを楽しみました。３年生はジェット
コースターなど乗り物に乗ったり、パーク内を散
策したりしました。両日とも天候に恵まれ、生徒
は豊かな秋を感じていたようです。


